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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究は，可逆データ圧縮のモデルのひとつである文法圧縮において，オンラインア
ルゴリズムの観点から新しい理論を構築した。加えて，開発したアルゴリズムをリアル
データに適用したいくつかの応用を提案し，既存アルゴリズムに対して提案手法の優位
性を確認した。これまでに提案されている文法圧縮は，オフライン型とオンライン型に
分類できるが，本研究は，動的な簡潔データ構造と文法圧縮アルゴリズムを組み合わせ
ることで，オンライン型とオフライン型の圧縮手法の利点を併せ持つ新しい文法圧縮を
実現した。その結果，圧縮時に必要となるメモリサイズが入力に陽には依存せず，圧縮
サイズに比例する領域で構築が可能となり，バージョン管理されたデータなどの差分圧
縮が効きやすい巨大なデータを極めて効率的に圧縮検索することが可能となった。そし
て，この成果の応用として，データ中に頻繁に出現するパターンを圧縮しながら高速に
発見する手法を実装し，非圧縮で行う他手法と比較することでその実用性を確認した。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関して，論文調査及び最終試験を行った。論文審査委員やその他の多数の聴
講者から，オンラインで圧縮索引を構築することの意義や他手法に対する優位性に関す
る種々の質問がなされたが，いずれの質問に対しても論文提出者からの満足な回答が得
られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
